
宮

武

祥

子

千

田

文

孝

佐
々
木

　久
美
子

天
神
林

　美
彦

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
に
向
け
て

結
婚
支
援
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る

�

人
口
減
少
対
策
を

「
年
中
児
発
達
参
観
」
を

�

実
施
す
べ
き

「
教
育
環
境
の
充
実
」
へ
の

�

取
り
組
み
状
況
は

　ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
や
教
育
文
化
の
向
上
、
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
す
自
治
体
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
と
は
、
選
手
の
合
宿
地

誘
致
に
よ
り
、
地
域
住
民
と
国
内
外
の
選
手
、

大
会
関
係
者
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
人
的
・

経
済
的
・
文
化
的
な
相
互
交
流
に
よ
り
地
域

の
活
性
化
を
図
る
事
業
で
、
自
治
体
が
相
手

国
と
直
接
交
渉
し
、
競
技
種
目
を
決
め
た
上

で
国
に
登
録
申
請
を
行
い
ま
す
。
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
国
か
ら
の
支

援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

質
　ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
申
請
に
向
け
た
本

市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
　交
流
先
の
相
手
国
は
、
友
好
都
市
の
デ

ン
マ
ー
ク
王
国
と
し
、
種
目
は
未
定
で
あ
る

が
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
種
目
（
陸
上
・
水
泳

な
ど
）
を
検
討
し
て
い
る
。
事
業
内
容
は
交

流
を
中
心
と
し
、
事
前
合
宿
は
行
わ
な
い
。

現
在
は
、
在
札
幌
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
名
誉
領

事
館
、
内
閣
官
房
オ
リ
パ
ラ
競
技
大
会
推
進

本
部
な
ど
に
仲
介
を
依
頼
し
、
デ
ン
マ
ー
ク

王
国
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
と
の
交
渉
の
糸
口
を

探
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　超
少
子
高
齢
化
、
核

家
族
化
の
進
展
、
価
値

観
の
多
様
性
な
ど
に
よ

り
、
人
口
減
少
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
対
策
に
続
く
人
口

減
少
対
策
は
「
結
婚
支
援
」
と
の
考
え
で
、

視
察
を
行
っ
た
自
治
体
や
近
隣
市
と
の
比
較

を
交
え
質
問
し
ま
し
た
。

　第
３
期
基
本
計
画
で
は
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事
業
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
社
会
進
出
や
そ

の
支
援
、
男
性
の
育
児
参
加
、
家
事
の
分
担

な
ど
、
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
子
育
て
の
環

境
整
備
・
醸
成
に
努
め
る
と
し
、
さ
ら
に
、

移
住
・
定
住
施
策
に
よ
る
定
住
人
口
お
よ
び

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
良
好

な
居
住
空
間
づ
く
り
に
よ
る
市
内
外
か
ら
の

住
み
替
え
支
援
に
努
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　移
住
・
定
住
施
策
は
少
し
ず
つ
実
を
結
ん

で
い
ま
す
が
、
男
女
共
同
参
画
は
子
育
て
世

代
以
上
に
対
す
る
取
り
組
み
、
住
宅
支
援
は

近
隣
市
の
状
況
を
研
究
し
て
い
く
と
の
答
弁

で
し
た
。
若
い
人
や
結
婚
を
望
む
未
婚
者
層

に
対
し
て
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
整
備
や
、
本
市
に
定
住
し
て
も
ら
う
た
め

の
住
宅
支
援
、
Ｐ
Ｒ
強
化
を
提
言
し
ま
し
た
。

　母
子
健
康
法
で
国
が

自
治
体
に
義
務
付
け
て

い
る
４
～
５
カ
月
児
健

診
は
９
割
以
上
の
乳
幼

児
が
受
診
し
て
い
ま
す

が
、
３
歳
児
健
診
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で

の
期
間
の
健
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

発
達
障
が
い
を
発
見
で
き
る
の
は
５
歳
ご
ろ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

質
　新
潟
県
三
条
市
で
は
、
４
歳
か
ら
５
歳

の
幼
児
全
員
を
対
象
と
し
て
、
保
育
所
や
幼

稚
園
な
ど
で
子
ど
も
の
発
達
状
況
が
分
か
る

よ
う
、
子
ど
も
の
行
動
を
専
門
職
・
保
育
士・

保
護
者
が
一
緒
に
確
認
し
、
要
支
援
の
子
ど

も
の
発
見
や
支
援
を
目
的
と
し
た
「
年
中
児

発
達
参
観
」
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て

も
、
三
条
市
を
参
考
に
し
て
実
施
す
る
考
え

は
。

答
　本
市
で
は
、
３
歳
児
健
診
以
降
か
ら
就

学
ま
で
の
期
間
は
子
ど
も
専
門
相
談
を
継
続

し
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
職
が
保
育
所

や
幼
稚
園
を
訪
問
し
て
集
団
で
の
様
子
を
観

察
す
る
中
で
、
発
達
上
気
に
な
る
子
ど
も
に

は
、
保
健
師
や
関
係
職
種
が
連
携
し
て
、
親

が
子
ど
も
の
発
達
に
気
付
け
る
よ
う
に
、
親

に
説
明
を
行
い
な
が
ら
必
要
な
療
育
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
保
護
者
が
専

門
職
と
一
緒
に
参
観
す
る
考
え
は
な
い
。

質
　計
画
の
折
り
返
し

を
迎
え
て
い
る
創
生
総

合
戦
略
に
お
け
る
「
子

ど
も
を
生
み
育
て
や
す

い
ま
ち
へ
」
の
取
り
組

み
の
一
つ
に
「
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
教
育
環

境
の
充
実
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
各
施
策
に

対
す
る
取
り
組
み
状
況
は
。

答
　地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
の
基
盤
と
し
て
の
教
育
環
境
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
①
学
校
の
適
正
規
模
な
ど
で
は

「
登
別
市
学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
」
を
策

定
し
理
解
を
促
し
て
お
り
、
今
後
も
保
護
者

や
地
域
の
方
々
と
学
び
の
よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
。
②
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

で
は
、
通
学
路
や
不
審
者
対
策
に
つ
い
て
、

地
域
の
協
力
を
得
て
活
動
の
充
実
を
図
り
安

全
性
を
高
め
て
い
く
。
③
安
心
で
衛
生
的
な

教
育
環
境
の
充
実
で
は
、
学
校
保
健
委
員
会

で
の
協
議
内
容
の
周
知
・
啓
発
を
通
じ
て
、

さ
ら
な
る
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。
④
特
別

支
援
教
育
体
制
づ
く
り
で
は
、
特
別
支
援
教

育
推
進
専
門
員
を
配
置
し
て
、
関
係
機
関
と

の
連
携
や
個
別
支
援
計
画
に
基
づ
き
支
援
の

継
続
を
行
っ
て
い
る
。
⑤
教
員
の
資
質
の
向

上
で
は
、
総
合
実
践
事
業
な
ど
を
通
じ
、
必

要
な
力
へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
そのほかの質問：子育ての不安と負担の軽減について、生涯にわたるスポーツ振興の推進について、快適な住環境づくりについて

そのほかの質問：発達に心配のある子どもへの支援について

そのほかの質問：小学校における外国語活動（英語教育）について

一 般 質 問

質
　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
、
記
載
事
項

の
充
実
を
図
る
た
め
、
既
存
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
改
修
を
行
う
。

こ
の
経
費
の
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
へ
の
負
担
金

に
つ
い
て
、
事
業
総
額
と
内
訳
は
。

答
　改
修
費
の
総
額
は
２
千
122
万
円
、
消
費
税

169
万
７
千
円
で
合
計
２
千
291
万
７
千
600
円
で
あ

る
。
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修
費
は
１
千

400
万
円
、
住
基
ネ
ッ
ト
連
携
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

が
722
万
円
で
あ
る
。
３
市
１
町
が
、
均
等
割
と

人
口
割
で
金
額
を
算
出
し
、
本
市
の
負
担
額
は

646
万
５
千
円
で
あ
る
。

質
　こ
の
事
業
の
改
修
期
間
は
。

答
　平
成
29
年
度
予
算
措
置
で
あ
り
、
年
度
内

に
終
え
る
予
定
だ
が
詳
細
は
未
定
で
あ
る
。

質
　住
民
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
へ

旧
姓
を
記
載
す
る
た
め
の
改
修
費
が
提
案
さ
れ

た
。
本
市
で
の
普
及
率
は
９
・
１
％
と
低
く
、

北
海
道
も
８
・
４
％
と
さ
ら
に
低
い
中
で
の
改

修
予
算
で
あ
る
。
仕
事
上
旧
姓
の
必
要
性
は
限

り
な
く
低
く
、
必
要
性
に
乏
し
い
と
考
え
る
が

改
修
の
理
由
は
。

答
　旧
姓
を
用
い
る
際
に
容
易
に
旧
姓
を
証
明

す
る
手
段
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
個
人
の
同
一

性
を
特
定
し
や
す
い
時
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
希

望
者
に
対
し
、
旧
姓
を
本
名
と
併
記
可
能
に
す

る
よ
う
、
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
た
め
。

国会・政府・北海道に７件の意見書を提出

次回定例会のお知らせ
　平成29年第 4回定例会は、12月 1 日（金）から12
月15日（金）まで開会する予定です。

　本会議や委員会は、当日受付で名簿に記入してい
ただくだけで、自由に傍聴することができます。第
3回定例会では、延べ20名の方が傍聴されました。
紙面ではお伝えできない議会や議員の生の姿を見聞
きできますので、ぜひお越しください。
� ▶問い合わせ　議会事務局（☎�９２２０）

議会を傍聴しませんか

平成29年第３回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成２９年度登別市一般
会計補正予算（第 ２号）
について

井野、小栗
木村、工藤
佐藤、千田
辻、天神林
戸井、二瓶
松山、宮武
村井、米田
若木　　　

渡辺、佐々木 可決

ＪＲ北海道の鉄道維持・存続に対しての国及び道の支援拡充を
求める意見書について

受動喫煙防止対策を進めるための健康増進法改正を求める意見
書について

「全国規模の総合的なアイヌ政策の根拠となる新たな法律」の
早期制定を求める意見書について

森林環境税（仮称）の早期創設及び林業の成長産業化と森林の
適切な管理の推進を求める意見書について

軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書について 食品衛生管理の国際標準化を求める意見書について
適正な地方財政計画の策定を求める意見書について

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するために関係機関に提出するものです。第３回定例会
では、次の意見書を可決しました。詳しい内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

予算・決算委員会（平成29年度補正予算審査）

千

田

文

孝

渡

辺

　
勉

西
い
ぶ
り
広
域
連
合
、

�

既
存
シ
ス
テ
ム
を
改
修

住
基
台
帳
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
は

�

認
め
ま
せ
ん

42� 議会だより　でぃすかす


